
特別企画：ミニ鍼灸万博 

易占い 

内原 拓宗 1] 

 Key Words ：易占 

易占の実際 

予防鍼灸研究会 SGPAM 第 13 回定例会

において『易経』についての講演を行った

が、その実践としての「易占」について、

筮竹を使った方法を紹介する。 

筮竹は五十本用いるが、この五十という

数も重要で、『易経』では「大衍之數五十」

として万物を表す数字として挙げられてい

る。ちなみに、『霊枢』や『難経』でも気

が経絡を一日に五十周するという記述が

度々出てくるところから、五十という数字

の重要性が伺われる。 

易占を行うためにはまず、何を占うか決

める必要がある。決まったら筮竹を両手で

捧げ持ち、深呼吸をして精神を落ち着ける。

気持ちが定まったら「乾元亨利貞（けんげ

んこうりてい）」と３回唱え、続けて占い

たい内容についての問いを唱える。 

そのあと、筮竹を縦に持ち、１本を取り

出して筮筒に入れて、これを太極と見立て

る。左手で筮竹の根元を持ち、右手で筮竹

を扇形に軽く広げ、ここだと思ったところ

で右手でつかみ取り、筮竹を二つに割る。 

右手につかんだ方を下に置き、そこから 

１本を取って、左手の小指に挟む。左手に

残ったのが「天」、下に置いたのが「地」、

小指に挟んだのを「人」と見立てると、

「天地人の三才」となる。 

次に、左手に残った筮竹を８ずつ数えて

いき、最後に残った数に小指に挟んだ１を

加えて１から８までの数のいずれかを得る

ので、以下の図のように、対応する卦が決

まる。 

これを再度繰り返すと卦が２つ決まるの

で、最初に出た卦を下に（内卦）、２回目

に出た卦を上に（外卦）配置すると、6 桁

の陰陽の組み合わせである大成卦を得る。 
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最後にもう一度筮竹を操作し、今度は８

ではなく 6 ずつ数えていき、１から６のい

ずれかの数を得る。その数が、6 桁の陰陽

（爻という）のどこに着目するかを決める

ことになる。 

以上のような手順で大成卦と爻が決まっ

たら、最後に筮竹をまとめて両手で捧げ持

ち、回答を得たことに感謝して易占を終わ

る。 

この後、出た卦と爻が何を指し示してい

るのかを検討して易占の結果とするのであ

る。 

なお、易占を行うのに筮竹が手元にない

場合は、コインなどを使って卦と爻を出す

こともできるが、詳細はここでは割愛する。

興味のある方はネットなどで検索してみて

ほしい。 
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